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展望講演の機会を与えて頂いたことを関係各位に改め

て感謝申し上げます。講演のテーマは「数値解析が生き

残るためにどう使うのか？」であり，数値解析の新たな

展開を考えることを目的としました。 

はじめに，地盤工学会が 2012 年に本格的に活動を開始

した「アカデミックロードマップと発展史・人物史」の

委員会の成果 1)から，数値解析の成果を紹介しました。

過去の成果として，実務でも普及している多孔質体理

論・連続体力学に基づく数値解析手法を概観しました。

講演後に会場からも指摘がありましたが，ミクロ・マク

ロスケールの連成による構成式の構築や解析における不

確実性の評価 2)を通じた数値解析手法のさらなる信頼性

向上は今後も変わらない課題です。一方，未来の予想と

して，解析対象とする現象が多様化すること，空間的・

時間的スケールが拡大することを紹介しました。このと

き問題となるのが高度な数値解析手法と地盤情報の質・

量のバランスです。地盤情報データベースの整備や新し

い地盤調査法の開発は進んでいますが，完全な地盤情報

を整備するには時間がかかります。現状で入手可能な地

盤情報を最大限に活用できるようにならないと，高度な

数値解析手法も意味がありません。この問題を解決しな

いと数値解析は生き残ることができないのでは？という

ことが講演のテーマです。 

この問題を考えるヒントとして，空間的・時間的スケ

ールの大きな数値解析，リアルタイム予測など数値解析

の新たな展開を紹介しました。空間的スケールの大きな

解析として，大容量都市データと京コンピュータの限界

能力を用いた山手線内規模の都市地震解析 3)を紹介しま

した。都市地震解析の超大容量の疑似「観測データ」に

より，都市地震解析を行う AI を構築し，超多数回の都

市地震解析を実現し，地盤情報の不確実性に対応してい

ます。時間的スケールの大きな解析として，航空レーザ

ー測量や試料の宇宙線生成核種分析を用いた長期的な風

化土層の発達・輸送・蓄積解析 4)を紹介しました。京都

白川流域を対象とした事例解析では，500 年後の表層崩

壊予測が示されています。リアルタイム予測として地震

動と津波の予測解析事例を紹介しました。地震動予測で

は，計測・計算・予測を元に収集・生成した広域災害情

報をリアルタイムに地図上で配信するシステム 5)を紹介

しました。産官学連携によるコンソーシアムのもとで徳

島県吉野川市における高密度地震観測網を用いた実証実

験が進んでいます。津波予測では，津波発生予測（断層

モデル推定）を 10 分以内に完了，10m メッシュの津波

浸水被害予測を 10 分以内に完了（トリプルテンチャレン

ジ）し，予測結果を即時配信するシステム 6)が構築され

ています。これらのリアルタイム予測解析は高密度ある

いは広域観測で得られたデータを数値解析で即時利用す

るものです。最後に，包括的都市モデルの自動構築・異

種データの変換・各種解析による神戸市全体の災害・経

済リスク解析 7)を紹介しました。まさに都市のデジタル

ツイン（実物の情報を計算機内で仮想的に再現）を目指

したものであり，数値解析の新たな展開といえます。今

後の数値解析では，地盤情報の質・量を充実させる一方，

地盤情報データを最大限利用し，データ駆動型モデリン

グやデータ同化手法などにより不確実性も考慮して，地

盤のデジタルツインを目指した数値解析の利用が進むこ

とを期待します。 
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